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第 42 回定時総会のご通知  

 

会長 安達 一寿 

 

第 42 回定時総会を下記の通り開催いたします。 

 

1．日 時  2026 年 8 月 29 日(土) 13 時 15 分～13 時 45 分 

2．会 場 鳴門教育大学 B201 教室（オンライン参加併用） 

3．議 案 第 1 号議案 2025 年度事業報告及び収支決算の件 

第 2 号議案 2026 年度事業計画及び予算案の件  

第 3 号議案 役員選任の件 

 

報告事項 1  投稿に関する責務（倫理指針）改訂 

報告事項 2  2026 年度日本教育情報学会 学会賞 

 

 

※総会の出欠及び委任状については、メール記載の URL より 8 月 15 日（土)まで

にご回答くださいますようお願いいたします。 

 

※オンライン参加用の URL については後日会員登録済みメールへ送付します。 

 メール連絡が届いていない方は開催 3 日前までに学会 HP より会員情報登録変更

を行っていただきますようお願いいたします。 
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第1号議案に関する説明資料  2025年度事業報告書（自2025年4月1日  至2026年3月31日） 

2025年度に実施した事業は次のとおりである。 

〈１〉機関誌の発行 

・学会誌「教育情報研究」第40巻第2・3合併号、第41巻第1号を発行した。 

・「News letter」（会報）No.193・No.194・No.195・No.196 を刊行した。 

〈２〉総会・役員会等の開催 

・第47回理事会・第37回評議員会（対面・ZOOM併用）、第41回定時総会（対面、ZOOM併用）を開催した。 

・運営委員会を5回（338回～342回）開催した。 

〈３〉研究会等の開催 

・第41回年会を2025年8月30日・31日に大阪教育大学で開催した。 

・日本教育情報学会賞の表彰を行った。 

 

2025年度収支決算書（自2025年4月1日  至2026年3月 31日） 

（単位：円）

科    目 予　算　額 決　算　額 差　額

１　会   費 4,383,000 4,011,000 △  372,000

　　（１）専門会員費 3,090,000 2,860,000 △ 230,000

　　（２）一般会員費 1,029,000 966,000 △ 63,000

　　（３）学生会員費 144,000 80,000 △ 64,000

　　（４）公共会員費 120,000 105,000 △ 15,000

　　（５）賛助会員費 0 0 0

２　入会金 30,000 25,000 △  5,000

３　寄付金 0 0 0

４　雑収入 407,000 624,292 217,292

　　（１）過年度会費 207,000 79,000 △ 128,000

　　（２）その他 200,000 545,292 345,292

５   前年度繰越金 5,932,032 5,932,032 0

　収  入  合  計 10,752,032 10,592,324 △  159,708

（単位：円）

科    目 予　算　額 決　算　額 差　額

１　管理費支出 3,200,000 1,735,921 1,464,079

　　（１）会議費 200,000 83,078 116,922

　　（２）旅費・交通費 600,000 221,236 378,764

　　（３）通信・運搬費 700,000 434,237 265,763

　　（４）消耗品費 300,000 86,409 213,591

　　（５）印刷・製本費 300,000 88,906 211,094

　　（６）諸謝金 700,000 700,000 0

　　（７）広報費 100,000 10,850 89,150

　　（８）雑費 300,000 111,205 188,795

２　事業支出 3,500,000 2,584,284 915,716

　　（１）総会・年会 600,000 520,179 79,821

　　（２）機関誌 2,500,000 1,664,105 835,895

　　（３）研究会 400,000 400,000 0

３　予備費 4,052,032 190,341 3,861,691

支　出　合　計 10,752,032 4,510,546 6,241,486

１．収入の部

２．支出の部

※会議費・旅費：定例会（運営委員会）および〈編集委員会）、（年会企画委員会）等を開催

※機関誌:〈Newsletter193号～196号〉及び〈教育情報研究40巻2・3合併号、41巻1号）

  収支差額  （収入の部・収入合計決算額　－　支出の部・支出合計決算額）

 10,592,324 - 4,510,546 =  6,081,778（前年度 5,932,032）  
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第2号議案に関する説明資料  2026年度事業計画書案(自 2026年4月1日  至2027年 3月31日） 

2026年度に実施する事業は次のとおりである。 

〈１〉機関誌の発行 

 ・学会誌「教育情報研究」（B5版・年3回刊） 

第41巻第2号・3号合併号、第42巻第1号、第42巻第2号を発行する。 

・「Newsletter」（会報） No.197・No.198・No.199・No.200（電子版）を刊行する。 

〈２〉総会・役員会等の開催 

  ・第42回定時総会、第48回理事会、第38回評議員会を開催する。 

 ・運営委員会を６回開催する。 

〈３〉研究会等の開催 ・第42回年会を2026年8月29日・30日に鳴門教育大学で開催する。 

〈４〉その他 ・研究会の活性化  ・学会事務の効率化・業務委託 

 

 2026年度収支予算書（案）（自2026年4月1日  至2027年3月31日） 

（単位：円）

科    目 予　算　額

１　会  費 4,303,000

　（１）専門会員費 3,030,000

　（２）一般会員費 1,036,000

　（３）学生会員費 132,000

　（４）公共会員費 105,000

　（５）賛助会員費 0

２　入会金 30,000

３　寄付金 0

４　雑収入 472,000

  （１）過年度会費 272,000

  （２）その他 200,000

５  前年度繰越収支差額 6,081,778

　収 入 合 計 10,886,778

（単位：円）

科    目 予　算　額

１　管理費支出 3,200,000

　（１）会議費 200,000

　（２）旅費・交通費 600,000

　（３）通信・運搬費 700,000

　（４）消耗品費 300,000

　（５）印刷・製本費 300,000

　（６）諸謝金 700,000

　（７）広報費 100,000

　（８）雑費 300,000

２　事業支出 3,500,000

　（１）総会・年会 600,000

　（２）機関誌 2,500,000

　（３）研究会 400,000

３　予備費 4,186,778

支　出　合　計 10,886,778

収支差額 0

　 事務局・年会備品など

   2025年度決算額　4,510,546

  本部業務委託費など

　HP維持管理費、サーバ・ドメイン費など

　ソフトウェア・手数料など

　年会開催補助費、学会賞、総会資料代など

　教育情報研究、Newsletter、編集業務委託費など

　運営委員会・年会企画委員会など

　運営委員会・年会企画委員会など

　機関誌発送費・事務連絡費など

　消耗品など

　封筒、別刷など

　研究会活動補助費

　　掲載料など

     2025年度決算額　10,592,324

２．支出の部

備　　考

　　15,000円×7団体

１．収入の部

備　　考

　　10,000円×(288+新入会15)人

　　7,000円×(141+新入会7)人

　　4,000円×(25＋新入会8)人
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第3号議案に関する説明資料 
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報告事項1 

 

投稿に関する責務（倫理指針）改訂について 

 

 

９．調査対象者・被験者等の人権等の保護 

【修正前】 

著者は論文に先立つ研究において，調査等の対象者の人権等を侵害してはならず，また実験等に際しては被験者の生

命・健康・プライバシー及び尊厳を守らなければならない．特に，生命・生体に関わる実験を実施したデータが記述

されている投稿原稿には，人間を対象とする医学研究の倫理的原則である『ヘルシンキ宣言』（注），並びに関連する

我が国の倫理，法律及び規制上の規範・規準に則っていることを示す記述，例えば「所属機関等の倫理委員会あるい

は動物実験委員会の承認を得ている」等の記述がなければならない． 

 

【修正後】 

著者は論文に先立つ研究において，調査等の対象者の人権等を侵害してはならず，また実験等に際しては被験者の生

命・健康・プライバシー及び尊厳を守らなければならない．調査研究においては著者自らがデータを収集する際はも

ちろん、外部の調査会社のデータを利用する際にも、研究倫理やプライバシー保護の観点から投稿原稿に、倫理審査

の状況（ただし、機関内に適切な審査のための組織がない場合は、以下の 3 点について記述すること）、調査対象者

の同意手続き（インフォームド・コンセント）、プライバシー保護やデータ管理、設置者等の許諾について記述する

必要がある。また、生命・生体に関わる実験を実施したデータが記述されている投稿原稿には，人間を対象とする医

学研究の倫理的原則である『ヘルシンキ宣言』（注），並びに関連する我が国の倫理，法律及び規制上の規範・規準に

則っていることを示す記述，例えば「所属機関等の倫理委員会あるいは動物実験委員会の承認を得ている」等の記述

がなければならない． 
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報告事項2 

2026年度日本教育情報学会 学会賞について 

 

日本教育情報学会 学会賞選考にあたっては「学会賞選考委員会」を構成し、委員は委員長の推

薦に基づき、運営委員会の承諾をえて会長が委嘱する。 

委員長：沖裕貴 

委員：安達一寿、石川敬史、加藤 由樹、斎藤陽子、阪東 哲也（50 音順 敬称略） 

 

 学会賞は基本的に「奨励発表賞」と「奨励論文賞」とし，いずれも本学会に所属する若手研究

者を対象として選考する。なお，「若手研究者」とは，本学会に所属する会員のうち，これまで一

度もファースト・オーサーとして上記賞（2024 年度までは「奨励賞」，「論文賞」）を受賞していな

い者を指す。また，選考委員の提議により学会運営委員会が必要と認めた場合には，対象を若手

研究者に限らず，「論文賞」，「特別賞」として該当者を表彰できるものとする。 

 

① 奨励発表賞 

その前年度の年会において発表された，若手研究者による特に優れた研究発表の中から選考す

る。受賞者の表彰は総会で行う。  

 

② 奨励論文賞 

原則として前年度の学会誌『教育情報研究』に掲載された，若手研究者による論文（論説，論

文，実践論文）のうちで特に優れたものに対して授与する。この賞は必ずしも毎年授与される

とは限らず，該当論文が得られた場合にのみ表彰する。受賞者の表彰は総会で行う。  

 

③ 論文賞 

対象を若手研究者に限らず，原則として前年度の学会誌『教育情報研究』に掲載された論文

（論説，論文，実践論文）のうちで特に優れたものに対して授与する。この賞は必ずしも毎年

授与されるとは限らず，該当論文が得られた場合にのみ表彰する。受賞者の表彰は総会で行

う。  

 

④ 特別賞 

対象を若手研究者に限らず，学会員による格別優れた研究成果の発表があった場合，これに対

し学会として特段の敬意を表する必要があると選考委員会が判断したとき，それに基づいて会

長が学会運営委員会と協議し，原則として総会において特別に表彰する。ただし，事情によっ

ては別に機会を設けて表彰することがある。 

 



 7 

2026 年度 受賞者 
 

 

1．奨励発表賞（1件） 

 

川合 智宏（国分寺市立第十小学校）、石出 勉（東京女子体育大学） 

 

「1人1台端末とAIの統合による小学校国語・論説文学習の展開―主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた授業デザインと学習環境の構築―」 

 

日本教育情報学会第41回年会発表 

 

 

 

2．奨励論文賞（2件） 

 

 「⼩学校教員の教授・学習観とICT を活用した授業実践スタイルとの関連性の検討」 

 

   市位 真、荊木 拓、山下 義史、森山 潤（兵庫教育大学） 

 

   教育情報研究第41巻1号 

 

 「ネットいじめ被害・加害経験と学校適応感およびストレス反応との関連」 

 

   佐々木 聡（湊川短期大学）、田中 雄也（寝屋川市⽴第七中学校） 

米田 権三（早稲田大阪高等学校）、安東 茂樹（芦屋大学） 

 

   教育情報研究第41巻2号3号合併号 

 

3．論文賞（該当なし） 

 

 

4．論文賞（該当なし） 
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日本教育情報学会 運営本部事務局 
〒582-8582 大阪府柏原市旭ケ丘4 丁目698−1 

大阪教育大学 理数情報教育系 次世代教育部門 若杉研究室 

E-mail: jsei@jsei.jp    https://www.jsei.jp/  

 

 

◆ 年会費のお支払いについて 

 

2026 年度の年会費の納入締切が６月末となっています。まだ納入がお済みでない方は、至急お手続をお願いいた

します。（お支払いいただいた後の振込金受領書は大切に保管してください。） 

 

会費お支払い等についてご不明な点のある方は、事務局までお問い合わせください。 

なお、「払込取扱票」を紛失された方は下記にお振込みをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会費振込先 

■銀行名：ゆうちょ銀行 

■金融機関コード：9900 

■支店名：〇八九（ゼロハチキュウ） 

■支店コード：089  

■口座番号：00840 5 133924 

（当座：0133924） 

■加入者名：日本教育情報学会 

 

会員氏名を必ずご記入ください。 

 


